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内容の要旨および審査の結果の要旨
半側空間無視は脳血管障害や変性性神経疾患などに伴う高次脳機能障害としてみられる視覚的注意障害
の一つで，右半球損傷後の左半側空間無視は臨床的にもよく経験する。半側空間無視の発現機構は未だ不
明であるが，右半球には左右の空間に注意を向ける能力があるのに対し，左半球には右半側空間に注意を
向ける能力しかないとする仮説がある。本研究では視野障害のない一例大脳基底|亥深部白質の損傷によっ
て視覚的注意障害が起こるか，起こるなら各大脳半球の注意力成分はどのような分布をしているのかを検
討した。
対象は病変が一側大脳半球の基底核又は深部白質に限局し，視覚路に及んでいないことを神経放射線学
的に確認した左半球損傷患者９例とその健常対照者６例，同様に確認した右半球損傷患者６例とその健常
対照者６例で,全例が右利きであった。方法は，被検者にコンピューター画面に垂直に表示された６本の
白線の一部が欠落したらボタンを押して反応するように命じ，各白線上で45試行ずつの反応時間測定を行
なった。脳損傷患者では反応に健側手を用いた。画面の左側，中央，右側の２本ずつの白線上に呈示され
た刺激に対する反応時間の平均を検討し，以下の結果を得た。
１）左損傷患者９例中７例で画面右側での反応時間が左側より延長していた。２）右損傷患者では全例
で左側での反応時間が他の部分より延長していた。３）反応時間の延長は右損傷例でより顕著であった。
４）対照例には反応時間の差を認めた者はいなかった。５）２つの脳損傷群の反応時間は対照群と比べ脳
損傷側の対側だけでなく同側でも延長していた。
以上より，視野障害のない一側大脳基底核，深部白質の損傷でも視覚的注意障害が，右損傷のみならずb
左損傷でも高率に起こることがわかった。大脳基底核や白質は，半側空間無視の解剖学的発現機構として
重要視されている帯状回，視床，大脳新皮質などと密接な線維連絡を有しており，これが本研究で明らか
となった注意障害を引き起こした原因と考えた。右大脳半球損傷群では損傷側の対側空間のみならず同側
空間でも対照群に比べ反応時間が延長していたとともに，同様の所見が，程度は軽いものの，左半球損傷
群でも得られ，左大脳半球にも両側空間に注意を向ける能力があることが明らかとなった。
以上は，高次脳機能障害の臨床医学と，高齢化社会をむかえ注目される老人医療に資する研究として評
価された。
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